
第50回大会〕

1 Ap－7 キルギス共和国の食生活：民族料理と民族間の比較

○水谷令子（鈴鹿国際大）・　末田香里（名古屋女大）

食　　物

【目的】　キルギス共和国における民族料理の種類・伝承のされ方などを調べた。また、

国民の多数を占めるキルギス人とロシア人について民族料理・日常の食事・独立後の食生

活の変化などを比較した。
【方法】　記入法と面接によるアンケート調査によったが、聞き取り・観察・文献も参考

にした。調査地は首都ピシュケクが主であるが地方都市でも行った。調査時期は1997年5－

8月である。
【結果】　民族料理としてあげられた料理で多かったのは、プロフ。ペシ３バルマク。マ

ンティ、ラグマンで。ベシａバルマi>以外は両民族に共通であった。キルギス人に多く、

ロシア人に少なかった民族料理はベシ３バルマク。ショルポ。チャクチャク、オロモであ
り、ロシア人の方に多かったのはペリメニ、ボルシチであった。民族料理を食べるのは家

庭が最も多く、続いてパーティであった。民族料理を食べる機会は独立後も過半数で変わ

らなかった。民族料理を全く作れない人は13≪で｡50%以上は上手に作ることが出来ると回
答した。プロフ、ペシュバルマク、マンティ。ラグマンは40!i;以上が作れる民族料理である。

これらの料理を教えてもらうのは女性の親族（祖母や母親）が多いが、父親や友人の場合

もあった。学校で民族料理を学んだものは皆無であった。キルギス人にパン。お茶。ジュ

ース、乳製品を摂取する人が多かった。昼食に肉料理が多かったのもキルギス人であった。

ロシア人は＝ --ヒーとカーシャの摂取が多かった。ロシア人に独立後食生活は豊かで便利

になったと答えたものが多かったが、日常食の内容はキルギス人と大差なかった。

1 Ap－8 「豊かさ」にっいての考察（２）

○栗畑亜紀子、今中正美、石渡尚子、朝倉富子、本間小枝子、道本千衣子

　（跡見学園女大短大）

　目的　昨年に引き続いての「貧困撲滅のための国際年」に際し、貧困は存在しない豊か

な国と認識されている我が国において、昨年の調査では%%以上が「食生活を豊か」と感

じていた。そこで、本年は「食生活の豊かさ」を食材の面から検討する。

　方法　ブランド野菜として売り出されている伝統的京野菜、近年、日本の市場に出回っ

た西洋野菜・中国野菜・輸入果物に対する知名度、食経験等についてのアンケート調査を

本学家政科学生及び父兄に行った。

　結果　１伝統野菜は全体的に知名度が非常に低かった。

２西洋野菜では知名度の高いものは、調査した種類の約半数程度で、モロヘイヤ、クレソ

ンは90％余りと非常に高いものの、全体的にはそれ程高くなく、家庭内で多く食されてい

るものは、クレソンを含む数種であった。

３中国野菜は特にチングン菜の知名度が高く、70％近くが家庭内で食していた。

４輸入果物は、伝統野菜・西洋野菜等よりも比較的知名度が高く、マンゴー、パパイヤ、

ライムは95％を越えており、これらは家庭内でも比較的多く食されていた。

５これらの食材を食べたいかの質問に対しては、学生は伝統野菜に対しては約60％、西洋

野菜・中国野菜に対しては約70％、輸人果物に対しては80％以上が食べたいと答え、その

理由については「興味がある」という回答が最も多く認められた。
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